
【東町未来ビジョン　実施計画】

 事業  実施時期

 ①カルチャースクールの開催 1 2 3 4 5 6 7 8  R6～

 ②店舗等の誘致 1 2 3 4 5 6 7 8  R6～

 ③人が滞留する仕組みづくり 1 2 3 4 5 6 7 8  R5～

 ④学生シェアハウス 1 2 3 4 5 6 7 8  R5～

 ⑤ゲストハウスの検討 1 2 3 4 5 6 7 8  R6～

 ⑥道路整備の実現 1 2 3 4 5 6 7 8  長期的

 ⑦東町ポストの活用 1 2 3 4 5 6 7 8  R5～

 ⑧マチスタヂオの活用 1 2 3 4 5 6 7 8  R5～

 ⑨景観の在り方ワークショップ等開催 1 2 3 4 5 6 7 8  R７～

■東町未来ビジョン

　　基本理念：歴史・個性を誇りとし、内外の人々が参加するまちづくり

　　　(1) 個性のあるまち

　　　(2) 住民が誇りを持てるまち

　　　(3) 若者の居場所があるまち

　　　(4) まちの内外から訪れる活動場所づくり

　　　(5) 上杉の城下町として歴史を感じられるまち

　　　(6) 歩きたくなるまち

　　　(7) 空き家を生かすまち

　　　(8) 景観の在り方

 関連するビジョン



■東町未来ビジョン
　 基本理念：歴史・個性を誇りとし、内外の人々が参加するまちづくり

アクションプラン 実施期間

個性のあるまち

　→まちの個性を認識・共有し育てる。

　→まちの個性を様々な手法を活用し守っていく。

住民が誇りを持てるまち

　→内外の人々がまちの行事に参加し盛り上げる。

　→まちの歴史・個性を再認識・共有する取組みを行う。

若者の居場所があるまち

　→若者が立ち寄れる居場所を創出する。

　→若者が地域と交流できるコミュニティを創出する。

まちの内外から訪れる活動場所づくり

　→アクティビティの仕掛けづくりを行う。

　→アクティビティを通して、内外の人が活動・交流できる機会を創出する。

上杉の城下町として歴史を感じられるまち

　→町の歴史を再認識・共有し、まちづくりに取り入れていく。

　　

歩きたくなるまち

　→地域資源、町のスペース等を活用し魅力的な通りを実現する。

　→歩きたくなる道路の整備を実現する。

空き家を生かすまち

　→空き家を地域の価値ある余白としてまちづくりに生かす。

景観の在り方

　→東町の景観の在り方について、議論を通し地域としての

　　総意を作り上げる。

ビジョン

①カルチャースクールの開催
②店舗等の誘致

①R6～
②R6～

1

2 ①カルチャースクールの開催 ①R6～

3
③社会実験→実装
④学生シェアハウス

4
③社会実験→実装
⑤ゲストハウスの検討

③R5～

③R5～
④R5～

6
③社会実験→実装
⑥道路整備の実現

③R5～
②長期的

①R6～①カルチャースクールの開催5

7

8

⑦東町ポストの活用
⑧マチスタヂオの活用
④学生シェアハウス
⑤ゲストハウスの検討

⑦R5～
⑧R5～
④R5～
⑤R6から検討

⑨景観の在り方ワークショップ等開催 ⑨R７～（予定）


